水平的な咬合異常が顎関節円板へもたらす影響について by 小林  孝敬
水平的な咬合異常が顎関節円板へもたらす影響につ
いて
著者 小林  孝敬
学位授与機関 Tohoku University
URL http://hdl.handle.net/10097/63745
論  文  内  容  要  旨  
    学 籍 番 号  B 2 D D 5 0 1 2    氏  名  小 林  孝 敬  
 顎 関 節 症 は 顎 関 節 や 咀 嚼 筋 の 疼 痛 、 雑 音 、 顎 運 動 制 限 を 主 要 症
状 と し 、 咬 合 の 異 常 、 ブ ラ キ シ ズ ム 、 急 性 外 傷 、 精 神 的 ス ト レ ス
が 複 雑 に 絡 む こ と で 顎 関 節 症 リ ス ク の 上 昇 に つ な が る こ と が 知 ら
れ て い る 。矢 状 断 M R I に よ る 顎 関 節 円 板 の 評 価 が 広 く 臨 床 で 用 い
ら れ て お り 、 矢 状 断 に お け る 顎 関 節 円 板 の 評 価 に つ い て は 診 断 法
が 確 立 し て い る と 言 え る 。 一 方 、 冠 状 断 M R I に よ る 顎 関 節 円 板 の
水 平 的 な 位 置 異 常 の 評 価 が あ り 、 近 年 、 不 正 咬 合 と 顎 関 節 円 板 の
水 平 的 な 位 置 異 常 の 関 連 が 報 告 さ れ る よ う に な っ て き た 。し か し 、
冠 状 断 M R I の 報 告 は 少 な く 、顎 関 節 円 板 の 水 平 的 な 位 置 異 常 の 境
界 は 未 だ 不 明 瞭 で あ る 。 従 っ て 、 本 研 究 で は 、 水 平 的 な 咬 合 異 常
が 関 節 円 板 へ も た ら す 影 響 の 検 証 と し て 、 水 平 的 不 正 咬 合 に お け
る 関 節 円 板 転 位 の 発 生 リ ス ク の 調 査 、 正 常 咬 合 者 と 関 節 円 板 内 方
転 位 を 有 す る 片 側 性 ク ロ ス バ イ ト 患 者 の 顎 関 節 円 板 位 置 の 比 較 に
よ る 、 生 理 的 な 内 方 転 位 と 病 的 な 内 方 転 位 の 明 確 な 差 の 検 証 を 目
的 と し た 。  
 不 正 咬 合 者 1 9 3 人 の 顎 関 節 円 板 転 位 と 水 平 的 な 咬 合 異 常 要 因 の
関 連 を 多 重 ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 分 析 に て 評 価 し 、 片 側 性 臼 歯 部 ク
ロ ス バ イ ト と 両 側 性 顎 関 節 円 板 前 方 転 位 お よ び 両 側 性 顎 関 節 円 板
内 方 転 位 の 間 で 、 有 意 な リ ス ク の 上 昇 が 見 ら れ た 。 さ ら に 、 顎 関
節 円 板 内 方 転 位 を 有 す る 片 側 性 臼 歯 部 ク ロ ス バ イ ト 患 者 （ 男 ： 2 6
関 節 、 女 ： 3 2 関 節 ） と 正 常 咬 合 者 （ 男 ： 2 8 関 節 、 女 ： 2 6 関 節 ）
の 顎 関 節 円 板 の 水 平 的 位 置 を 比 較 し 、 顎 関 節 円 板 内 側 端 お よ び 外
側 端 の 内 方 転 位 量 が 有 意 に 片 側 性 臼 歯 部 ク ロ ス バ イ ト 群 で 大 き
く 、 外 側 端 に 関 し て は よ り 大 き な 差 が 認 め ら れ た 。 正 常 咬 合 者 に
お い て は 大 部 分 の 顎 関 節 で 、 顎 関 節 円 板 内 側 端 の 内 方 転 位 量 が 相
対 的 に 大 き い 結 果 と な っ た 。 ま た 、 片 側 性 臼 歯 部 ク ロ ス バ イ ト 群
の T M D 症 状 を 調 査 し 、対 象 と し た 顎 関 節 の 5 5 . 2 ％ で T M D 症 状 が
認 め ら れ 、 顎 関 節 ク リ ッ ク に 関 し て は 5 0 ％ の 顎 関 節 で 見 ら れ た 。  
 以 上 の 結 果 か ら 、 片 側 性 臼 歯 部 ク ロ ス バ イ ト で は 前 方 転 位 、 内
方 転 位 の 両 方 で 有 意 に 顎 関 節 円 板 転 位 の リ ス ク が 上 昇 し 、 特 に 両
側 性 に 顎 関 節 円 板 へ の 影 響 が 出 や す い こ と が 示 さ れ た 。 よ っ て 片
側 性 不 正 咬 合 の 場 合 は 両 側 の 顎 関 節 に 考 慮 し た 治 療 を す る こ と が
重 要 で あ る 。 ま た 、 T M D 症 状 の な い 正 常 咬 合 者 の 関 節 円 板 の 水 平
的 な 位 置 関 係 は 、 相 対 的 に 内 側 端 が 突 出 し た 状 態 で あ る こ と が 多
く 、 正 常 と 判 断 す る べ き 生 理 的 な 顎 関 節 円 板 内 方 転 位 の 存 在 が 示
唆 さ れ た 。 さ ら に 、 生 理 的 な 内 方 転 位 と 病 的 な 内 方 転 位 を 区 別 す
る 際 、 関 節 円 板 内 側 端 の 転 位 量 に 加 え 、 関 節 円 板 外 側 端 が 大 き く
内 方 転 位 す る こ と に 留 意 す る べ き で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。  
 
  
